
金
融
商
品
取
引
法
及
び
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 

参
議
院
財
政
金
融
委
員
会 

令

和

八

年

七

月

十

四

日 

 

政
府
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
十
分
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

一 

本
法
に
よ
る
暗
号
資
産
取
引
の
投
資
者
保
護
の
強
化
と
そ
れ
を
前
提
と
し
た
暗
号
資
産
の
譲
渡
に
よ
る
所
得
の
申
告
分
離

課
税
の
対
象
化
が
国
と
し
て
暗
号
資
産
投
資
に
お
墨
付
き
を
与
え
る
意
図
で
は
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
国
民
に
対
し
て
十
分

な
周
知
を
行
う
と
と
も
に
、
本
法
に
よ
る
規
制
及
び
申
告
分
離
課
税
の
対
象
が
暗
号
資
産
取
引
の
一
部
に
と
ど
ま
り
、
規
制

の
及
ば
な
い
暗
号
資
産
取
引
が
引
き
続
き
存
在
す
る
こ
と
に
つ
い
て
国
民
の
理
解
促
進
に
努
め
、
国
民
の
暗
号
資
産
取
引
に

係
る
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
に
努
め
る
こ
と
。 

 

二 

暗
号
資
産
の
大
部
分
に
は
裏
付
け
資
産
が
無
い
と
い
う
商
品
特
性
を
踏
ま
え
、
暗
号
資
産
取
引
業
者
が
適
合
性
原
則
の
遵

守
の
実
効
性
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
自
主
規
制
機
関
と
連
携
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
整
備
を
通
じ
て
、
利
用
者
が
リ
ス
ク

を
十
分
に
理
解
し
た
上
で
リ
ス
ク
負
担
能
力
の
範
囲
内
で
取
引
を
行
え
る
環
境
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。 

 

三 

無
登
録
業
者
に
よ
る
詐
欺
的
被
害
か
ら
国
民
の
財
産
を
守
る
た
め
、
金
融
庁
と
警
察
庁
の
連
携
を
一
層
強
化
す
る
と
と
も

に
、
国
民
に
対
す
る
十
分
な
啓
発
に
努
め
る
こ
と
。
加
え
て
、
新
た
に
措
置
さ
れ
る
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
の
犯
則
調
査

対
象
拡
大
及
び
裁
判
所
へ
の
緊
急
差
止
命
令
の
申
立
て
に
係
る
体
制
整
備
に
努
め
る
こ
と
。 

 

四 

本
法
に
よ
る
暗
号
資
産
及
び
有
価
証
券
の
不
公
正
取
引
規
制
並
び
に
無
登
録
業
者
に
対
す
る
対
応
措
置
の
実
効
性
を
確
保

す
る
た
め
、
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
に
お
け
る
高
度
化
シ
ス
テ
ム
投
資
等
を
通
じ
た
体
制
強
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
特

に
暗
号
資
産
取
引
に
お
い
て
同
委
員
会
と
業
界
と
の
連
携
の
強
化
に
努
め
る
こ
と
。 

 

五 

課
徴
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
機
動
的
な
執
行
に
努
め
る
と
と
も
に
、
今
後
の
実
施
状
況
等
も
踏
ま
え
、
課
徴
金
の
算
定
方

法
を
含
む
制
度
全
般
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
実
効
的
な
抑
止
効
果
を
も
た
ら
す
よ
う
検
討
を
進
め
る
こ
と
。 

 



六 

本
法
で
措
置
さ
れ
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
Ｉ
Ｐ
Ｏ
ま
で
の
資
金
供
給
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
措
置
に
加
え
、
Ｍ
＆
Ａ

及
び
Ｍ
Ｂ
Ｏ
に
係
る
資
金
供
給
を
促
進
す
る
た
め
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
更
な
る
検
討
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
た
措
置
を
講

ず
る
こ
と
。 

 

七 

潜
在
的
特
定
投
資
家
制
度
に
つ
い
て
は
、
特
定
投
資
家
へ
の
移
行
手
続
を
経
て
い
な
い
一
般
投
資
家
に
対
し
て
プ
ロ
向
け

の
商
品
を
案
内
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
金
融
商
品
取
引
業
者
に
よ
る
投
資
家
の
意
思
の
確
認
や
そ
の
理
解
度
に

応
じ
た
説
明
義
務
等
が
果
た
さ
れ
る
よ
う
、
自
主
規
制
機
関
と
連
携
し
て
制
度
の
適
切
な
運
用
に
努
め
る
こ
と
。 

 

八 

特
定
非
財
務
情
報
の
開
示
及
び
監
査
証
明
に
係
る
制
度
に
関
し
、
時
価
総
額
五
千
億
円
未
満
の
プ
ラ
イ
ム
市
場
上
場
企
業

へ
の
適
用
拡
大
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
企
業
の
開
示
状
況
や
投
資
家
の
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
て
慎
重
に
検
討
す
る
こ

と
。 

 

九 

欧
州
連
合
の
オ
ム
ニ
バ
ス
指
令
等
、
国
際
的
な
開
示
制
度
に
お
け
る
緩
和
及
び
簡
素
化
の
動
向
を
注
視
し
、
我
が
国
の
制

度
が
国
際
水
準
と
比
較
し
て
過
度
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
、
適
用
対
象
・
開
示
項
目
、
第
三
者
保
証
制
度
の
範
囲
及
び
水

準
等
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
不
断
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
。 

 

十 

将
来
情
報
及
び
ス
コ
ー
プ
３
等
に
係
る
セ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー
・
ル
ー
ル
の
適
用
範
囲
を
予
見
可
能
な
形
で
明
確
化
し
、
法
的

安
定
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
そ
の
運
用
状
況
を
検
証
の
上
、
必
要
に
応
じ
課
徴
金
納
付
命
令
の
免
責
範
囲
を
含
め
た
対
応

を
検
討
す
る
こ
と
。 

 

十
一 

ス
コ
ー
プ
３
開
示
及
び
検
討
課
題
と
さ
れ
る
そ
の
保
証
制
度
の
導
入
に
伴
い
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
含
ま
れ
る
他
社

の
う
ち
特
に
中
小
企
業
等
に
過
度
な
負
担
が
転
嫁
さ
れ
な
い
よ
う
、
デ
ー
タ
要
求
の
適
正
化
及
び
合
理
的
な
推
定
値
の
活
用

を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
等
に
取
引
上
の
不
利
益
が
生
じ
な
い
よ
う
、
関
係
省
庁
が
連
携
す
る
こ
と
。 

 

十
二 

特
定
非
財
務
情
報
監
査
証
明
業
者
が
企
業
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
体
に
わ
た
る
情
報
に
接
し
得
る
こ
と
に
鑑
み
、
当

該
監
査
証
明
業
者
を
通
じ
て
企
業
秘
密
、
技
術
情
報
、
取
引
先
情
報
を
含
む
業
務
上
知
り
得
た
秘
密
そ
の
他
の
重
要
情
報
が

流
出
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
特
定
非
財
務
情
報
監
査
証
明
業
者
の
登
録
及
び
監
督
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
業
務
管
理
体
制



及
び
情
報
管
理
体
制
の
適
切
性
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
、
資
本
関
係
、
実
質
的
支
配
関
係
そ
の
他
の
支
配
・

影
響
関
係
に
つ
い
て
も
十
分
留
意
す
る
こ
と
。
ま
た
、
将
来
的
に
認
定
特
定
非
財
務
情
報
監
査
証
明
業
協
会
を
通
じ
た
監

督
・
規
律
の
枠
組
み
を
活
用
す
る
場
合
に
は
、
利
益
相
反
、
監
督
の
形
骸
化
、
業
界
団
体
に
よ
る
参
入
障
壁
化
等
が
生
じ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
透
明
性
・
公
正
性
を
確
保
し
た
適
切
な
運
用
に
努
め
る
こ
と
。 

 

十
三 

地
方
財
務
局
は
、
多
様
化
す
る
金
融
取
引
に
対
す
る
利
用
者
保
護
や
、
小
中
高
校
生
を
中
心
に
し
た
金
融
教
育
な
ど
を

各
地
で
展
開
し
て
い
る
が
、
本
法
改
正
等
に
よ
る
厳
格
な
監
督
や
、
近
年
の
金
融
機
関
か
ら
の
法
令
照
会
や
許
認
可
業
務
の

増
加
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
機
構
定
員
を
含
め
た
体
制
整
備
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
。 

 

十
四 

本
法
附
則
第
九
十
二
条
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
ス
ピ
ー
ド
が
極
め
て
速
い
こ
と
や
暗
号
資
産

に
係
る
国
際
的
な
制
度
整
備
が
流
動
的
で
あ
る
状
況
を
踏
ま
え
、
本
法
施
行
後
五
年
を
待
た
ず
、
本
法
に
よ
る
改
正
後
の
各

法
律
の
施
行
の
状
況
等
を
勘
案
し
、
必
要
に
応
じ
て
制
度
の
見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と
。 

 

右
決
議
す
る
。 


